
















































































































































































































































1)形容詞・非意志動詞 1)意志動詞の受け身のル 1) ［形容詞＋ある］
2)意志動詞（使役態と受 形＊11) 2) ［～なる］、［～ようにな
補 け身を含む）の夕／テ／イ 2) ［意志動詞連用形＋た る］
ル／テイタ形 い］ 3)意志動詞のル形
3)状態を表す複合形式 3) ［意志動詞未然形＋な




2)状態を表す複合形式 け身を含む）夕／テイル／ 来になる a：意志動詞の
主 （可能態を含む） テイタ形 ル形b:意志性を持つ複
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